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交付 決 定額 （配 分 額 ） （金額単位 ：円）
直接経費 間接経費 合　 計
平成 17年度 1，600，00 0 1，6（泊，0（旧
平成 18年度 1，000，00 0 1，0（泊，00
平成 19年度 1，000，αX） 300，00 1，300，00
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成が証明されている（De LorLgCablp et a1．，1974）。マガキとホタテガイで、
内因性エストロゲンの同定がなされ、卵巣内で17β－HSD、3β一粒SD、P450アロ
マターゼ（P450Arom）の活性が確認され、卵巣・精巣でエストロゲン合成細胞






























































































































































































































（Inoue et al．1995）。そこでInoue et．al．（1995）の方法を改変してPCRによ
るヨーロッパイガイとムラサキイガイの種判別を行った。増幅用のプライマー
はInoueet al．（1995）の用いたMe15，5’，CCAGTATACAAACCTGTGAAGA－3’















































RT－PCRで得られたPCR産物を鋳型にnested PCRとしてMeER Fw2とNeER Rvl







後、4LJlの5×First Strand Buffer（Invitrogen，USA）、2LJlの0・lM DTT
（Ⅰ。，itr。gen，USA）、lplのRNaseirLhibitor（40unit／ul）（ProEnega，USA）、
lplのdNTP（100mMeach）（CLONTECH，USA）を混合したものを反応熱こ添加し、



















































































































この額域ではヒトのEstrogerL Related Recept，Or Ganma proteinと59％、ナメ
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